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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃焼室の上部に動弁機構を設け、
　前記燃焼室と前記動弁機構との間で、前後に配置された排気ポートと吸気ポートとに沿
って前後方向冷却風通路を設けて、自動二輪車に搭載された空冷式内燃機関において、
　前記動弁機構のチェーン室をシリンダヘッド側方に配置し、
　前記前後方向冷却風通路の一方の側部を前記チェーン室側壁により構成するとともに、
前記前後方向冷却風通路の他方の側部を前記排気ポートの周壁と前記吸気ポートの周壁と
により構成し、
　前記前後方向冷却風通路の前方開口を前方に向って広げるよう、前記排気ポート中心線
の前部が前記チェーン室から離れる方向へ該排気ポート中心線を傾斜させ、
　前記排気ポートと前記吸気ポートとの間に、前記前後方向冷却風通路に連通する横方向
冷却風通路を設け、
　同横方向冷却風通路に点火プラグを設けるとともに、
　前記前後方向冷却風通路から前記横方向冷却風通路に向かって湾曲する冷却フィンを設
けことを特徴とする空冷式内燃機関。
【請求項２】
　前記前後方向冷却風通路の前方開口を前方に向って広げるよう、前記前後方向冷却風通
路のチェーン室側壁を傾斜させたことを特徴とする請求項１に記載の空冷式内燃機関。
【請求項３】
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　前記冷却フィンには、前記前後方向冷却風通路の天井に連なる部分を厚肉背高部に形成
したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の空冷式内燃機関。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動二輪車等に搭載される空冷式内燃機関の冷却風通路に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空冷式内燃機関には、つぎのような構成のものがある。この内燃機関には、シリ
ンダヘッドの前部に２個の排気ポートとこれらに対応する２個の排気弁、後部に２個の吸
気ポートとこれらに対応する２個の吸気弁がそれぞれ並設され、上記４個の弁に囲まれる
位置に点火プラグが設けられ、シリンダヘッドとシリンダヘッドカバーとの間に、左右方
向に向くカム軸が設けられており、２個の排気弁の間、および２個の吸気弁の間を通り、
シリンダヘッドを前後方向に貫通する冷却風通路が設けられ、かつ上記前後方向冷却風通
路に連通する横方向冷却風通路が設けてある（例えば、特許文献１参照。）。この例では
、点火プラグの本体部を周囲に隙間を有して囲む点火プラグ着脱孔がシリンダヘッドに設
けられており、この点火プラグ着脱孔も上記前後方向冷却風通路に連通している。
【０００３】
　この内燃機関が自動二輪車に搭載された状態で、自動二輪車が走行すると、前後方向冷
却風通路の前方開口から空気が流入し、その一部は上記点火プラグ着脱孔から内燃機関の
上部外方へ抜け、さらに他の一部は横方向冷却風通路から内燃機関の側部外方へ抜け、残
りの空気は前後方向冷却風通路の後方開口から後方に抜ける。この空気流通の過程で、シ
リンダヘッドと点火プラグが冷却される。
【０００４】
【特許文献１】特公昭６２－４３０５０号公報（図２、図３）。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の技術では、冷却風通路における空冷の効果が十分ではない。本発明は、冷却風通
路における空冷効果の向上を図り、効果的な空冷を可能にしようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決したものであって、請求項１記載の発明は、燃焼室の上部に
動弁機構を設け、前記燃焼室と前記動弁機構との間で、前後に配置された排気ポートと吸
気ポートとに沿って前後方向冷却風通路を設けて、自動二輪車に搭載された空冷式内燃機
関において、前記動弁機構のチェーン室をシリンダヘッド側方に配置し、前記前後方向冷
却風通路の一方の側部を前記チェーン室側壁により構成するとともに、前記前後方向冷却
風通路の他方の側部を前記排気ポートの周壁と前記吸気ポートの周壁とにより構成し、
　前記前後方向冷却風通路の前方開口を前方に向って広げるよう、前記排気ポート中心線
の前部が前記チェーン室から離れる方向へ該排気ポート中心線を傾斜させ、前記排気ポー
トと前記吸気ポートとの間に、前記前後方向冷却風通路に連通する横方向冷却風通路を設
け、同横方向冷却風通路に点火プラグを設けるとともに、前記前後方向冷却風通路から前
記横方向冷却風通路に向かって湾曲する冷却フィンを設けたことを特徴とするものである
。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、前記前後方向冷却風通路の前方開口を前方に向って広げるよ
う、前記前後方向冷却風通路のチェーン室側壁を傾斜させたことを特徴とするものである
。
　請求項３に記載の発明は、前記冷却フィンには、前記前後方向冷却風通路の天井に連な
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る部分を厚肉背高部に形成したことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の発明においては、燃焼室上方の冷却風通路の中に冷却フィンが設けてあるの
で、燃焼室周辺を効果的に冷却することができる。横方向冷却風通路内に点火プラグが設
けてあり、冷却フィンは同点火プラグの方向へ冷却風を導くよう湾曲しているので、点火
プラグの過熱を防止することができる。
【０００９】
　請求項２の発明においては、前方開口の開口面積が大きくなり、多量の空気を冷却風通
路に導入することができるので、走行風による空冷の効果を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は本発明の一実施形態に係る空冷式内燃機関１の要部縦断面図であり、頭上カム軸
型単気筒内燃機関の上部を示している。図において矢印Ｆは前方を指している。図におい
て、内燃機関１の要部の外殻はシリンダブロック２、シリンダヘッド３、シリンダヘッド
カバー４から成る。シリンダブロック２の中でピストン５が上下運動をする、シリンダヘ
ッド３の下面側に燃焼室６が形成されている。シリンダヘッド３には燃焼室６につながる
排気ポート７と吸気ポート９が形成されている。排気ポート７の内側端にはこの通路を開
閉する排気弁８が設けてある。排気ポート７の外側端には図示省略した排気管が連なって
いる。また、吸気ポート９の内側端にはこの通路を開閉する吸気弁10が設けてある。吸気
ポート９の外側端には図示省略した気化器が連なっている。
【００１１】
　排気弁８はシリンダヘッド３の前寄りにその軸部８ａが前傾するように設けられ、軸部
８ａの上部突出部には排気弁８を閉じ方向へ付勢する弁ばね11が装着されている。吸気弁
10はシリンダヘッド３の後寄りにその軸部10ａが後傾するように設けられ、軸部10ａの上
部突出部には吸気弁10を閉じ方向へ付勢する弁ばね12が装着されている。
【００１２】
　シリンダヘッド３とシリンダヘッドカバー４とによって動弁室13が形成され、ここに前
記排気弁８と吸気弁10とを開閉する動弁機構が収容されている。排気弁８と吸気弁10とで
形成されるＶ字形の空間に、内燃機関１の前後方向に対して直交する左右方向のカム軸14
がシリンダヘッド３に固定されたカム軸ホルダ41に回転可能に支持されている。このカム
軸14に排気弁８を開閉駆動する排気用カム15と、吸気弁10を開閉駆動する吸気用カム16が
形成されている。
【００１３】
　排気弁８の上方には排気用ロッカーアーム17が排気用ロッカーアーム軸18に揺動可能に
支持され、その一端はタペット19を介して排気弁の軸部８ａの上端に接し、他端はローラ
軸20に支持された排気用ローラ21を介して排気用カム15に接している。吸気弁10の上方に
は吸気用ロッカーアーム22が吸気用ロッカーアーム軸23に揺動可能に支持され、その一端
はタペット24を介して吸気弁の軸部10ａの上端に接し、他端はローラ軸25に支持された吸
気用ローラ26を介して吸気用カム16に接している。
【００１４】
　図２は上記内燃機関１の要部の横断面を後方から見た図である。図において、シリンダ
ヘッド３には、その右側部に点火プラグ27が装着され、その先端の電極27ａは燃焼室６内
に突出している。また、カム軸14の一端はチェーン室28内に突出しており、その突出端に
は従動スプロケット29が固定されている。クランク軸には駆動スプロケット（図示なし）
が固定され、チェーン室28の中で、上記駆動スプロケットと従動スプロケット29との間に
カムチェーン30が掛け回されている。クランク軸が回転した時、カムチェーン30を介して
カム軸14が回転駆動される。
【００１５】
　図３は図２のIII－III断面図であり、上記内燃機関のシリンダヘッドの水平断面を表し
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ている。図には、点火プラグ27を取り外し、点火プラグ取付部31が露出した状態が示して
ある。矢印Ｆは前方を指している。チェーン室28の中央部側壁28ａのシリンダヘッド中央
側に沿って、シリンダヘッドを前後方向に貫通する前後方向冷却風通路32が形成されてい
る。チェーン室前部側壁28ｂと排気ポート周壁７ａとに挟まれた空間が前方開口33、チェ
ーン室後部側壁28ｃと吸気ポート周壁９ａとに挟まれた空間が後方開口34である。さらに
、上記前後方向冷却風通路32に連通し、排気ポート周壁７ａと吸気ポート周壁９ａの間を
通り、内燃機関の側方へ抜ける横方向冷却風通路35が形成されている。点火プラグ取付部
31の両脇の外方が側方開口36である。更に、図に示されるように、排気ポート７の中心線
Ａを内燃機関の前後方向線Ｂに対して前方開口33を広げる方向へ角αだけ傾斜させ、かつ
、チェーン室前部側壁28ｂを、内燃機関前後方向線Ｂに対して角βだけ傾斜させて、前方
開口33の開口面積を大きくし、冷却風通路に多量の空気を導入するようにしてある。
【００１６】
　前後方向冷却風通路32と横方向冷却風通路35との接続部、および横方向冷却風通路35の
中に、３枚の冷却フィンが形成されている。前フィン37、中フィン38、後フィン39である
。図の中フィン38、後フィン39のハッチングを付してある部分は、補強のために厚くして
ある肉厚背高部であり、その頂部は、冷却風通路の天井につながっている。
【００１７】
　図４は、上記冷却フィンを後方の斜め上方から見た斜視図である。中フィン38、後フィ
ン39の頂部のハッチングを付してある部分は、冷却風通路の天井につながっている肉厚背
高部38ａ、39ａの頂部の断面である。なお、図１には、横方向冷却風通路35内に３枚のフ
ィンの縦断面が描いてある。図２には、冷却風通路に設けてある上記の３枚のフィンを内
燃機関後方から見たように描いてある。
【００１８】
　本実施形態の空冷式内燃機関の構成は以上のとおりである。この内燃機関を搭載した自
動二輪車が走行している時に走行風が生じ、この走行風が前後方向冷却風通路32の前方開
口33から流入し、その一部は３枚のフィンの案内作用によって、横方向冷却風通路35を経
て、点火プラグ27の両側を通過し、側方開口36から流出する。他の一部は３枚のフィンの
間を通り抜けて、前後方向冷却風通路32の後方開口34から流出する。
【００１９】
　車両走行中に、走行風によって、前後方向冷却風通路32および横方向冷却風通路35に面
したシリンダヘッドの外壁面が冷却される。特に、燃焼室６の高温は、燃焼室頂部外殻40
（図２）を経由して前、中、後のフィン37、38、39に伝達され、前後方向冷却風および横
方向冷却風によって冷却される。燃焼室が効果的に冷却されることによりノッキングのタ
フネスが向上し、点火時期を進角できることから、燃費の向上を図ることができる。また
、これらの冷却作用によって、シリンダヘッドの過熱が防止され、シリンダヘッド周辺の
シール劣化が防止される。また、点火プラグ30の電極30ａで生じた高温は、点火プラグ30
の外方露出部に伝達され、上記の横方向冷却風によって冷却されるので、点火プラグの過
熱による劣化が防止され、点火プラグの寿命が延びる。また、本発明の点火プラグは横方
向冷却風通路の中に傾斜して設けてあるので、内燃機関の側部からの取り付け取り外しが
容易であり、整備性が向上している。
【００２０】
　更に、図３に示されるように、排気ポート７の中心線Ａが内燃機関前後方向線Ｂに対し
て前方開口33を広げる方向へ角αだけ傾斜させてあるので、前方開口33の開口面積が大き
くなり、多量の空気を導入することができるので、走行風による空冷の効果が大きい。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は本発明の一実施形態に係る空冷式内燃機関の要部縦断面図である。
【図２】上記内燃機関の要部の横断面を後方から見た図である。
【図３】上記内燃機関のシリンダヘッドの水平断面図（図２のIII－III断面）である。
【図４】冷却フィンを後方斜め上方から見た斜視図である。
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【符号の説明】
【００２２】
　１…空冷式内燃機関、２…シリンダブロック、３…シリンダヘッド、４…シリンダヘッ
ドカバー、５…ピストン、６…燃焼室、７…排気ポート、７ａ…排気ポート周壁、８…排
気弁、９…吸気ポート、９ａ…吸気ポート周壁、10…吸気弁、11…弁ばね、、12…弁ばね
、13…動弁室、14…カム軸、15…排気用カム、16…吸気用カム、17…排気用ロッカーアー
ム、18…排気用ロッカーアーム軸、19…タペット、20…ローラ軸、21…排気用ローラ、22
…吸気用ロッカーアーム、23…吸気ロッカーアーム軸、24…タペット、25…ローラ軸、26
…吸気用ローラ、27…点火プラグ、27ａ…電極、28…チェーン室、28ａ…チェーン室中央
部側壁、28ｂ…チェーン室前部側壁、28ｃ…チェーン室後部側壁、29…従動スプロケット
、30…カムチェーン、31…点火プラグ取付部、32…前後方向冷却風通路、33…前方開口、
34…後方開口、35…横方向冷却風通路、36…側方開口、37…前フィン、38…中フィン、38
ａ…中フィンの肉厚背高部、39…後フィン、39ａ…後フィンの肉厚背高部、40…燃焼室頂
部外殻、41…カム軸ホルダ。

【図１】 【図２】
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